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前身校と大学創設期
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は文久2(1862)年の加没落種痘所まで遡ることが出来ます。

には金沢医学校、石川師範学校、第四高等学校、大正に入り金沢医科.大学、金沢高等工業学校が設立され、
幾多の変遷を経て、昭和24(1949)年に様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ、新制金沢大学として発足しました。

金沢大学の起源
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摩移転、3学域｡16学類へ
もに手狭になった金沢大学は、医学部･附属病院を除き、自然豊かな角間地区に総合移転し、

将来の発腿を兇柵え、3学域･'6学類により新しい大学に生まれ変わりました。

爵霞龍競箭爵爵藍
4556781012

平
成
吃

平平
成成
1314

平
成
Ⅷ

爵箭爵爵爵‘Ii盟
16161616172C

ノロ

明
治
幻

明
治
塑

明
治
釦

明明明
ご ム 亀 ム ﾐ ｴ ｭ
ﾉﾛノロノロ

313441

大
正
９

大
正
吃

昭
和
訂

昭
和
型

昭
和
塑

大正

翌
年
廃
止

平i 大 正 昭和

１
９
９
３
教
養
部
棟
（
現
・
総
合
教
育
棟
）
が
完
成
・
移
転

１
９
９
３
大
学
院
社
会
環
境
科
学
研
究
科
（
博
）
の
設
置

１
９
９
２
理
学
部
棟
及
び
教
育
学
部
棟
が
完
成
・
移
転

２
０
０
０
「
金
沢
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
」
開
設

１
９
９
８
金
沢
大
学
総
合
移
転
（
第
Ⅱ
期
）
整
備
工
事
起
工
式

１
９
９
６
教
養
部
の
廃
止
教
養
教
育
機
構
（
現
・
共
通
教
育
機
構
）
の
設
置

２
０
０
０
蕊
雛
議
瀬
鶏
灘
霊
羅
譜
癖
称

１
９
９
５
医
学
部
保
健
学
科
の
設
霞

１
９
９
４
本
部
棟
（
事
務
局
・
学
生
部
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
）
が
完
成
（
平
成
７
年
移
転
）

２
０
０
１
医
学
部
附
属
病
院
新
病
棟
完
成
・
移
転

ｉ
雲
謹
雲
霊
…

２
０
０
２
四
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
環
日
本
海
域
の
環
境
計
測
と
長
期
・
短
期
変
動
予
測
」
採
択

１
８
８
７
金
沢
に
第
四
高
等
中
学
校
設
置
石
川
県
専
門
学
校
は
第
四
高
等
中
学
校
に
継
承
さ
れ
、
銅

〆

２
０
０
５
医
学
部
附
属
病
院
新
中
央
診
療
棟
完
成
・
移
転

２
０
０
４
金
沢
大
学
総
合
移
転
（
第
Ⅱ
期
）
の
実
施
開
始
（
平
成
帽
年
薬
学
部
、
平
成
打
年
工
学
部
移
転
）

２
０
０
４
創
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
発
達
・
学
習
・
記
憶
と
障
害
の
革
新
脳
科
学
の
創
成
」
採
択

２
０
０
４
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
エ
教
会
（
イ
タ
リ
ア
）
の
壁
画
修
復
・
研
究
調
査
に
関
す
る
協
定
譜
締
結

２
０
０
４
国
立
大
学
法
人
金
沢
大
学
設
立
、
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
の
設
置

１
８
９
４
第
四
高
等
中
学
校
を
第
四
高
等
学
校
に
改
称

１
８
８
９
第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
に
薬
学
科
を
付
設

１
８
８
７
霊
剛
醒
等
唖
韮
塞
擁
葬
緯
理
需
需
評
窪
校
の
医
学
部
に
継
承
さ
れ
、
翌
年
廃
止

１
９
０
８
石
川
県
師
範
学
校
か
ら
女
子
師
範
学
校
が
分
立
し
、
石
川
県
女
子
師
範
学
校
と
な
る

１
９
０
１
四
高
医
学
部
が
独
立
し
、
金
沢
医
学
専
門
学
校
と
し
て
新
設

１
８
９
８
石
川
県
尋
常
師
範
学
校
を
石
川
県
師
範
学
校
に
改
称

鍵

１
９
４
７
金
沢
城
跡
の
敷
地
が
、
北
陸
総
合
大
学
建
設
地
に
確
定

１
９
４
７
鋤
率
率
轄
議
鍔
識
準
率
雫
鍵
喧
程
挿
皆
嶋
帳
、
北
陸
総
合
大
学
期
成
同
盟
会
を
解
消

１
９
４
６
北
陸
総
合
大
学
設
置
期
成
同
盟
会
が
発
足

＝詞＝霊弓＝罰脳

。
■

癖
一
画
唾
一
四
鱈
画
風
Ｉ
笠

11

酎瀧塞誤hと=＝_＝一妾圭

刀

｢再国

差
１

蕊
l唾二・-・-°秘朗



凸凸 ､

蕊

内
％

牌
4

bFや、
紙

誤

'1一謹忌患謹雲

金沢大学の誕生と発展 鴬

だ高い倫理』性と大胆な挑戦を常に忘れることなく、

＜先魁＞としての人材養成､他なる生命･存在との

く共存＞、革新的な知のく創造＞を力強く進めてき

ました。いま私たちは､創基150年を期に、これまでの

歩みを継承しつつ、今後150年先の開かれた世界に

おける金沢大学のあるべき姿を描きたいと考えています。
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金沢大学は、戦後の教育改革により昭和24(1949)年5月に発

本部を金沢城内に脳き、「お城の大学｣として有名になるとと

学部や大学院の改組･拡充を経て、総合大学として成長を遂I
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第四高等学校
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金沢大学憲章は｢地域と世界に開

の研究大学」を掲げています。現代ネ

課題に立ち向かい、それを解決する

と人材育成こそが金沢大学の使命と

です｡2008年にスタートした3学域･’

い教育体制は、それに向けた第一歩一


